ぼくらは、スペーストンネルの脇に立って、考えこんでしまった。と-
突然、ぼくらのスペーストンネルの横に、もう1つのスペーストンネルが!中にはなん
と、アンドーナッツ博士とアップルキッド、そしてどせいさんが乗っていた。
「すぺえすとんねるすりいのとうじょうだぽえ～ん!…わ、やっぱり、こんなとこ、つ
れてこられていたですか。ぷー」
うれしそうに再会した仲間を抱きしめるどせいさん。しかし、そのあとから降りてきた博
士とアップルキッドは、妙に浮かない顔をしていた。
「大変なことになったよ、ネス、みんな……」アップルキッドが、困ったような表情で、ぽ
くらに話しかける。その言葉を継いで、博士が決心したように口を開いた。
「実はのう。よく調べると、ギーグたちは、過去のこの場所から攻撃をしかけているらしい
のじや。いや、心配はいらん。このスペーストンネル3は、時間移動もできるからのう」
「なら、問題はないじゃないですか。スペーストンネルを交換しましょう。ぽくらは3で過
去に行きますから、博士たちは2に乗ってもどって……」
「いや、それがの……」博士がぼくの言葉をさえぎる。それもそのはず。なんと、過去に行
くためには、ぼくらの魂を口ボットに移しかえる必要があったのだ。
「人の体じや、時間移動のときの衝撃に耐えられないのじや。それにの、過去のこの場所は、
恐ろしく寒い、おそらく、生き物なら一瞬にして凍ってしまうほどにな……

